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札幌医科大学集談会記録
第130回　昭和54年（1979）5月18日
石井良文（病理学第1）：ヒト悪性黒色腫の抗原解
　　析と免疫診断への応用
　人前の中でも悪性黒色腫は抗原性の高い腫瘍として注目
される．事実，種々の免疫学的手技により，メラノーマに
対する宿主免疫反応の存在が示唆されている．患者血清中
には時に抗メラノーマ抗体が検出され，抗原解析の一助と
して利用される．しかし患者血清は力価が低く，血清間の
異質性が高いなどの困難を伴い，そのため異種血清による
抗原解析の試みも多い．CEAやAFPにみる如く，この
ような異種抗血清はまた，免疫診断への応用の可能性を有
する．本二二会では異種抗血清によるメラノーマ抗原の分
析結果とその臨床応用について述べた．
　先ず3MKC1抽出抗原に対する抗血清を作成し，ラジ
オイムノアッセイ（RIA）により可溶性メラノーマ抗原の
検出を試みた．本血清により証明される抗原は，検索した
メラノーマ腫瘍の全例に証明された．他方，癌腫，皮膚を
含めた正常組織では，メラノーマに比し，その抗原量は
15％以下であった．抗原の性状を知る目的で，標識抗原と
抗血清の沈降物についてSDSゲル電気泳動を行なった結
果，分子量3～4万の領域に2峰性ピークが認められた．
これらの蛋白はcon　Aに結合性を示し，糖蛋白と考えら
れた．しかしそれはCEAとは交叉せず，また抗リンパ球
血清，抗β2m血清，抗BCG血清とも反応しないので，　HLA
やBCGとの交叉抗原とは別種のものと考えられた．
　次に培養メラノーマの細胞膜分画からパパイン消化によ
って膜抗原を可溶化し，その抗血清を作成した．吸収後の
抗血清の反応性は蛍光抗体法の他に，lactoperQxydaseに
よる細胞のsurface　iodinationをおこない，それをRenex
30で可溶化して抗血清との反応をラジオ免疫沈降法（RIP）
で検討した．抗血清は検索したすべての造血系細胞（正常，
培養，白血病）やマウスのB16メラノーマとは反応せず，
ヒトのメラノーマ，培養癌細胞，培養胎児細胞と交叉した．
この交叉反応は癌細胞または胎児細胞によって吸収され，
吸収後の抗血清はメラノーマ細胞とのみ反応した．メラノ
ーマとの反応性は抗原に用いた培養株以外の培養メラノー
マ細胞でも吸収でき，また手術材料でも可能であった．以
上の結果からメラノーマの膜抗原にはoncofetal　antigen
とcQmmon　melanoma　antigenと呼ぶべき，2種の異る
抗原が存在するものと考えられた．SDSゲル電気泳動で
682
は，抗血清が分子量約9万及び12万の2種の膜抗原と反
応することが示された．
　メラノーマ患者血清中の抗原検出は3MKCIに対する
抗血清を用い，RIA法で測定した．全患者（45人置中陽性
例は45％であり，それは病期の進行と共に上昇し，4期例
では68％に流血中の抗原が証明できた．対照とした正常
及び癌患者血清はすべて陰性であった．また本抗原に対す
る自然抗体を記紀血清について検索したが，全例陰性であ
った．
第131回　昭和54年（1979）6月7日
RW，　Baldwin（Cancer　Research　Campaign
　　Laboratories，　University　of　Nottingham，
　　England）：Circulating　immune　co皿Plexes
　　in　cancer；characterization　and　potential
　　aS　tUmOr　markerS．
第132回　昭和54年（1979）7月5日
鈴木　明（内科学齢3）：X線像からみた肺の腺癌
　　の進展様式に関する考察
　腺癌は，気管支肺胞系の末梢に原発する肺癌の代表で，
X線解剖学的な分析と切除肺の肉眼所見とを対比すると，
次のような特徴を示す．
　すなわち，腫瘍の大きさと関係なく隣接する肺の解剖学
的な単位に一部ずつまたがるように位置し，それぞれの単
位に所属する気管支・肺血管の末梢枝を外膜側からまき込
むように増殖している．
　また，これらの既存構築は臓側胸膜と共に腫瘍に向って
集束する．集束像に注目してX線学的な経過を追跡する
と，集束像は次第に増強し，その程度の強弱と予後との間
に相関がみとめられるが，腫瘍の大きさと予後との間には
一定の関連性はない．
　従って腺癌は単純に増大するのではなく，同時に収縮機
転を伴うと考えられ，その原因として肺胞壁にみられる間
質の増生とその線維化および中心部の搬痕様組織の形成が
あげられる．
　癌一般の進展様式である表層進展部分と深達進展部分と
に分け’て考えると，これらの所見は後者の表現とみなすこ
とができ，X線学的な追跡と分析によって，長期にわたっ
て表層進展のみを示すものから，比較的早期に深達進展が
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著明となるものまでの区別が見出され，腺癌の生物学的な
特性の一部をうかがわせる．
　　このほかに経．気道撒布およびリンパ行性．進展のX線像
についてふれた．
第133回　昭和54年（1979）9月20日
大鹿英世（薬理学）：唾液分泌に．およぼす自律神
　　　経薬と自律神経遮断薬の作用について
　哺乳類の唾液腺．は，自律神経線維に富み，〆交感神経なら
びに副交感神経の興奮により，唾液分泌は増加す．る．
　　自律神経薬．の唾．液分泌作用は，動．物の種差や唾液腺のち
がいによって若干の異なりが認められるものの，一般的に
言って，コリン受容体ならびにα一アドレナリン受．容体の刺
激により．，水分に富んだ多量の分泌がひき起こされるのに
対してβ一アドレナ1」ン受容体の刺激により，α一amylase等
．に富んだ粘稠度の高い，比較的少量の分泌がひき起こされ
る．これらの薬物の唾液分泌促進作．用が，それぞれの受容
体の遮断薬によって選択的に抑制されることは加齢ηoお
よび加”油ηの実験結果からも裏付けられているようで
ある．
　　しかしながら，私共の最近の実験成績では，必ずしも
α一アドレナリン遮断薬やβ一アドレナリン遮断薬の，それぞ
れのagonistsに対する効果が，唾液腺において教科書通
りの結果の現わすものではないという事を示している．す
なわち，isoprotereno1は強力か．つ選択性の高いβ一アドレ
ナリン作働薬であるが，β一アドレナリン遮断薬によって，
逆にその唾液．分泌作用が増強されることを，マウスを用い
た実験で認めた．また，最近開発された，α一アドレナリン
およびβ一アドレナリン遮断作用を兼ね備えた1abetalo1
（（2－hydroxy－5｛1－hydroxy－2一（1－methy1－3－phenylpropyl＞
amino　ethyll　benzamine　hydrochloride）は，それ自身唾
液分泌を起こすことも発見された．こうした現象の機序の
解明は現在着手されたばかりであるが，私共が各種自律神
経薬につ．いて行ってきた唾液腺における実験結果を紹介し
て，本門談会の話題提．供とした．また，併せてlabetalo1
の一般薬理作用を紹介した．
第134回昭和54年（1979）10月12日
Kiron　M．　Das（Division　of　Gastrointestinal　and
　　　Liver　Diseases　Albert　Einstein　College　of
　　　Medicine，　USA）：Studies　of“transmis－
　　　sible　agent”　related　to　Crohn’s　disease
　　　using　nude　mice　as　experilnental　an圭mal
第135回　昭和54年（1979）11月2日
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司会　高橋長雄（麻酔学）
Seppo　Takki（Associate　Professor　iII　Anesthe－
　　　siology；．　University　of　Helsinki；．　Associate
　　　Professor　in　Clinical　Phar皿acology　and
　　　Toxicology；University　of　Kuopio；Fin－
　　　1and；Director　and　Chief　Admillistrator　of
　　　Aurora　Hospital，　Helsinki　City）：Primary
　　　Health　Care　in　Finland
　The　traditio且in　Finla且d　is　that　the　pr．ovision　of
essential　health　services　is　a　function　of　society．
FrGm　the　beg魚ning，　the　e皿phasis　w＆s　on　health
proエnotion　and　disease　prevention　ih　maternity　and
child　health　services（MCH）．　Finnish　MCH　can　be
regarded　as　an　early　form　of　primary　care，　MCH
involved　not　only　delivery　Gf　services　but　also　the
participation　of　the　community．　The　improvement
of　Finland　MCH　statistics　from　the　level　prevailing
today　in　many　deve．1Qping　countries　to　their　present
leading　state　in　the　entire　world　must　be　largely
attributed　to　the　MCH．services．
　Local．goverllement　has　also　played　a　majQr　role
in　medic五1　and　hospital　services．　Natiohal　hospitaI
ロetworks　were　established　in　1948．　for　tubecu1Qsis，
in　1950　for　general　medical　care　and　in　1952　for
mental　hospitals．　All　these　hospitals　are　run　by
federations　of　communes　and　financed＃丘fty一鞭fty＃
by　state　and　IQcal　authorities．　AltQgether　the　hQs－
pitals　have　at　present　4．2　beds　per　thousand　popu－
1ation　in　general　hospitals，0．5　in　tuberculosis　sana－
toria　and　4．1　in　mental　hospitals．
　The　q．uiding　principles　of　The　Health　Car．e　Act　of
1972are二coverage　of　the　entire　population，　com－
prehensive　care　encomparsing　a　wide　variety　of
primary　services　in　an　integrated　manner，　equality
in　the　distribution　of　resources，　free　services　fQr
the　individua1，　and　community　participation　through
involvement　in　the　political　process　of　developing
the鼻ervices　and　close　contact　between＃consumers＃
and諄．suppliefs静．　These　are　the　same　prin．ciples　as
were　successfully　employed　in　the　development　of
MCH　services．　The　work　is　done　by　a　network　of
communal　health　centres　staffed，　run　and丘nanced
in　accordance　with　the　rotating　five－year　plans．　To
do　 his　the　health　centres¢mplQy　categories　of　per－
so．nnel　representing　a　wide　variety　of　skills　and　wor－
king　together　as　a　team．
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　The　comprehensive　concept　of　PHC　is　implicit　in
The　Act　which　states　that　the　commune　is　respon－
sible　fo■：
一health　promotion　and　disease　preventiQn，
一primary　medical　services　for　the　population，
一school　and　student　health　services，
一dental　services，
一ambUlanCe　SerViCes，
一〇ccupational　health，
一participation　in　the　training　of　health　personneL
　These　functions　extellt　far　beyond　primary　medical
care．　They　encompass　a　full　range　of　pre▽entive
alld　promotive　services，　together　with　dental　and
occupational　health　and　longstay　hQspital　care．
第136回　昭和54年（1979）11月28日
熊本悦明（泌尿器科学）：現在どのようなβ一
　　lactum系抗生物質が研究開発され臨床応用
　　されようとしているか　　・その流れについて
田仲　清（富山化学開発部）：新しいβ一lactum系
　　抗生物質がどのような考え方で合成開発され
ているのか一構造式と，抗菌作用との関係
について
　戦後の目覚しい医学の発展により，平均寿命が著しく延
長し，60歳以上の人口が15％にも達しようとしている．
　このような治療医学の成果の中で，最も貢献度の高いも
のとされているものは，penicillinを始めとする各種抗菌
物質の発見開発による感染症治療の進歩である．
　所で，その抗生剤も始めは自然界から精力的な努力によ
り探索された特異なカビその他から産生されるものを摘出
使用していたが，最近ではほとんどが人工的な半合成によ
り計画的な開発が進められている．
　その抗生剤の開発研究は，その抗菌作用の分子生物学的
解明や細菌の薬剤耐性機構の有機化学的分析を基礎に，か
なり理論性を帯びつつある．しかもその理論を実現出来る
ような合成技術研究も著しい進歩をとげている．
　その結果として，ここ数年のβ一1actum系抗生物質の開
発は，まさに花盛りの観があり，1980年から1990年代に
かけて臨床応用をされ感染症治療の成果をさらに発展させ
ると考えられるものが目白押しに発表され検討されてい
る．その流れを総括的に説明すると共に理論的背景を述べ
た．
